
令和4年3月25日
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：設置教室を使用する全正規教員が週１回以上活用した。

３：８０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

２：６０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。
４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に対応した。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。

２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかった。

１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組織的な
対応をしなかった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

３：保護者アンケートにおいて
「学校は、教育活動を公開して
いて学校の様子がよくわかる」
「学校は子供のことについて相
談しやすい」と回答した保護者
の割合が８０％以上。

３：児童の自己評価において
「運動することは好きですか」の
項目に「好き」「どちらかと言え
ば好き」と回答した児童の割合
が７０％以上。

２：児童の自己評価において
「運動することは好きですか」の
項目に「好き」「どちらかと言え
ば好き」と回答した児童の割合
が６０％以上。

１：児童の自己評価において
「運動することは好きですか」の
項目に「好き」「どちらかと言え
ば好き」と回答した児童の割合
が６０％未満。

２：保護者アンケートにおいて
「学校は、教育活動を公開して
いて学校の様子がよくわかる」
「学校は子供のことについて相
談しやすい」と回答した保護者
の割合が７０％以上。

１：保護者アンケートにおいて
「学校は、教育活動を公開して
いて学校の様子がよくわかる」
「学校は子供のことについて相
談しやすい」と回答した保護者
の割合が７０％未満。

４：保護者のアンケートにおい
て「学校は教え方を工夫し、分
かりやすい指導をしている」「学
校全体の雰囲気が明るく、活気
がある」と回答した割合が９０％
以上。

３：保護者のアンケートにおい
て「学校は教え方を工夫し、分
かりやすい指導をしている」「学
校全体の雰囲気が明るく、活気
がある」と回答した割合が８０％
以上。

２：保護者のアンケートにおい
て「学校は教え方を工夫し、分
かりやすい指導をしている」「学
校全体の雰囲気が明るく、活気
がある」と回答した割合が７０％
以上。

１：保護者のアンケートにおい
て「学校は教え方を工夫し、分
かりやすい指導をしている」「学
校全体の雰囲気が明るく、活気
がある」と回答した割合が７０％
未満。

１：児童の自己評価にお
いて、「自分から進んで挨
拶をしている」の項目に、
「よくあてはまる」「あては
まる」と回答した割合が６
０％未満。

４：児童の自己評価におい
て「学校での勉強や生活に
一生懸命取り組んでいます
か」の項目に「よくあてはま
る」「あてはまる」と回答した
割合が８０％以上。
３：児童の自己評価におい
て「学校での勉強や生活に
一生懸命取り組んでいます
か」の項目に「よくあてはま
る」「あてはまる」と回答した
割合が７０％以上。

２：児童の自己評価にお
いて「学校は楽しいです
か」の項目に「よくあては
まる」「あてはまる」と回
答した児童の割合が６
０％以上。

１：児童の自己評価にお
いて「学校は楽しいです
か」の項目に「よくあては
まる」「あてはまる」と回
答した児童の割合が６
０％未満。

４：児童の自己評価において
「運動することは好きですか」の
項目に「好き」「どちらかと言え
ば好き」と回答した児童の割合
が８０％以上。

４：児童の自己評価にお
いて「学校は楽しいです
か」の項目に「よくあては
まる」「あてはまる」と回
答した児童の割合が８
０％以上。

３：児童の自己評価にお
いて「学校は楽しいです
か」の項目に「よくあては
まる」「あてはまる」と回
答した児童の割合が７
０％以上。

Ｃ

Ｄ

４：保護者アンケートにおいて
「学校は、教育活動を公開して
いて学校の様子がよくわかる」
「学校は子供のことについて相
談しやすい」と回答した保護者
の割合が９０％以上。

Ｃ

Ｄ

プ
ラ
ン
４
　
体
力
の
向
上
と
健
康
の
増
進

〇児童数８４３名を数え、第１・２学年各５学級、第３～６学年各４学級、全２６学級の規模の大きい学校である。本校は、「丁寧な挨拶の励行」に重点をおき、定着を進めている。７月に実施した「学習・生活をふりかえって（児童の自己評価）」
では、「自分から進んで挨拶をしていますか」の問いに、９０％の児童が「あてはまる」と答えており、日常生活の中でもよい変化が見られている。引き続き、「相手に届く挨拶」「はっきりした返事」が定着するように指導を進めていく。
〇コミュニティ・スクールモデル事業実施校として大田区の指定を受け、学校運営協議会と地域学校協働本部（スクールサポートくがはら）の協力をいただきながら地域と協働した教育活動を進めている。
〇「豊かなスポーツライフを楽しめる子～主体的・対話的で深い学びの実現（体育・健康教育を通して）～」をテーマに、体育科を中心に校内研究を進めている。研究授業はもとより、体育実技研修会や保健講話を設定し授業力等の向上を
図るとともに、家庭と協働した体力づくりの取組も進めている。社会科では「都道府県検定」を実施し、基礎基本の確実な定着を進めている。

Ａ

Ｂ

Ｃ

２：児童の自己評価におい
て「学校での勉強や生活に
一生懸命取り組んでいます
か」の項目に「よくあてはま
る」「あてはまる」と回答した
割合が６０％以上。
１：児童の自己評価におい
て「学校での勉強や生活に
一生懸命取り組んでいます
か」の項目に「よくあてはま
る」「あてはまる」と回答した
割合が６０％未満。

目標に対する成果指標

11

Ｂ

学校関係者記入欄

9

2
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8

3

大項目 取組内容

子ども一人ひと
りの正義感や自
己肯定感、自己
有用感などを高
めるとともに、自
他の生命を尊
重する心を育成
するなど、未来
への希望に満ち
た豊かな心をは
ぐくみます。

プ
ラ
ン
３
　
豊
か
な
心
の
育
成

地域教育連絡協議会において、児童・生
徒の変容等の具体的な資料を作成して、
評価に必要な学校の情報を適切に提供
し、適正な評価を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の
基本情報、児童・生徒の活動情報等を
ホームページ等で公開及び更新すること
により、積極的に情報を発信する。

プ
ラ
ン
６
　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と

な

っ
て
と
も
に
進
め
る
教
育

学校・家庭・地
域が担う役割な
どを明確にし、
地域に開かれ
た教育の実現を
目指します。ま
た、相互の連携
を深め、子ども
を育てる仕組み
を作ります。

4

プ
ラ
ン
５
　
魅
力
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り

保護者・地域と協力しながら、学校におけ
る新型コロナウイルス感染症対策に確実
に取り組む。

学校支援地域本部と連携するなどして、地
域力を生かした特色ある教育活動を実践
する。

4

校内委員会等を確実に実施し、学校にお
ける特別支援教育を推進する。

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

Ｃ

Ｄ

　保護者アンケートでは「学校は
PTAや地域と協働し、日頃の教育活
動や安全な学校生活の充実に取り
組んでいる」の問いに９４％の肯定
的な評価があった。登下校時の安
全指導、コロナ禍での運動会や音
楽祭、久原フェスタ等の学校行事の
運営について、PTAと協働し、児童
の健康と安全を守る対策を講じるこ
とができた。今後も保護者や地域と
連携を深め、協働的に取り組んでい
く。
　9３％の保護者が「学校は子供の
ことについて相談しやすい」と感じて
いる。今後も信頼される学校づくりを
推進する。

・学校や保護者、地域として今後も協働して「いじめ」等の問題を早期
に発見して対応する三者の協働ができている。又、学校も各種イベン
ト（運動会・久原フェスタ等）を通じて地域との信頼構築を行っている。
・校長先生が近隣の保育園に出向かれ就学前児の保護者に向けて、
学校ってどんなところかのお話等をして下さったり、質問にも答えて下
さいました。保護者は、校長先生のお話が伺えて本当に良かったと大
変安心されている声がたくさんあり、感謝しております。
・コミュニティースクールとして保護者だけではなく、地域と協働するの
は、様々な困難があると思いますが、がんばって下さい。
・保護者からの信頼度が高く、家庭内に於いても生徒と親達の信頼度
ＵＰにつながりますね。今後も取組よろしくお願いいたします。
・取組み結果に記載はあるもののこの欄の成果指標には保護者アン
ケート⑪「学校はＰＴＡや地域と協働して」を使用するべきではと思いま
した。ＰＴＡの方が持っている技術や得意分野を活用して各種学校行
事ができたように各団体には特有の専門性の高い人材等を活用した
交流ができるとより良いと思います。
・コロナ禍で子ども達のために行事を行う努力はすばらしい。
・PTA役員さんをはじめ、保護者の皆さんの学校へ対する協力姿勢が
素晴らしいと感じました。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

コミュニティ・スクールモデル事業実施校と
して、地域と協働した学校づくりを推進す
る。

プ
ラ
ン
２
　
学
力
の
向
上

Ａ

Ｂ

児童の反応を予想し、板書計画を立てた
授業を行う。

成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価目標 取組指標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる児童・生
徒に対して組織的に対応する。

児童・生徒一人
ひとりの学ぶ意
欲を高め、確か
な学力を定着さ
せます。

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。

学習指導講師等による算数・数学・英語の
補習を実施する。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

校内研究会や体育実技研修会等で学ん
だ成果を自身の体育授業に生かす。

問題行動・不登校問題等にかかわる児
童・生徒に関するケース会議等を実施す
る。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を
行う等道徳指導充実のための取組を行
う。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、児童・生徒や保護者に対し、望ま
しい生活習慣についての意識啓発を行う。

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高める。

3

4

Ａ

4

4

Ｃ

Ｄ

3

4

4

危機管理研修会の内容を理解し、児童が
安全・安心して学校生活を送ることができ
るよう対応する。

体育的行事、部活動、休み時間など様々
な機会を通して運動習慣の確立を推進す
る。

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一
人ひとりの学習のつまずきや学習方法に
ついて、指導する。

スポーツに親し
む心の育成や、
運動習慣の定
着による体力の
向上など、生涯
にわたって健康
増進を図る意識
の向上をめざし
ます。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめ
の未然防止、早期発見等のための取組を
実施する。

「きょうだいがっきゅう（ペア・トリオ）」による
活動を充実させる。

児童・生徒が安
全・安心に学校
生活を送るため
に、教員の指導
力向上と良質な
教育環境をつく
ります。

各種研究発表会等の研究・研修の成果
を、自身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生か
し、主任教諭が助言・支援を行う校内研修
等を実施しOJTを充実させる。

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。

4

3

4

4

4

4

3

4

4

2

9

Ａ

・学校生活に一生懸命取り組んでいるとの回答が高いが、学校は楽し
いとの回答が5年生が少し低い事が気になる。全体的には、一人一人
に丁寧に対応されていると思う。
・地域力の活用あり。高齢者の活用。
・授業風景を拝見させて頂いた時、先生方の子どもたちの発言に対す
る受け止め方が優しく穏やかでした。やはり、その受け止め方で子ども
達は学習意欲を高めると思いました。
・コロナ禍でオンライン対応も行う中で、様々な工夫をして子ども達の
学習意欲が向上するよう努力して下さっています。特に板書のわかり
やすさはすばらしいと思います。
・すばらしい％ですね。子供達の中で分からない・・は〇％に、一人一
人レベルの違いはあります。子供達一人一人に合った学習をぜひ！
・記載のとおり、学校生活アンケート、保護者アンケートを踏まえると、
板書計画等がうまく機能していることが読み取れます。また、改善策欄
の記載を含め、目標に対する全ての取組み内容への記載があるた
め、適切と評価できます。
・勉強は理解できることで楽しくなるので、自分に合った学習の仕方の
指導はとても感謝です。

　年間を通して取り組む校内研究会の
科目を体育科に設定し、食育や保健領
域についてもこれまで４年間研究してき
た。授業だけでなく、休み時間や朝の
時間等に体育的活動を取り入れ、体を
動かす習慣を身に付けるようにしてき
た。「運動することは好きですか」の問
いに、９２％の児童が肯定的に捉えて
いる。特に、特に研究を深めた領域で
は、実施前に比べ１０％を超える意識
の変容が見られ、改めて授業改善の効
果を感じている。今後も、家庭・地域と
協働して体力・運動能力・健康の向上
に取り組んでいく。

　
　昨年度より、児童一人一人にタブ
レットが貸与されたことにより、ICTを
効果的に活用した授業の向上を目
指し、数回に渡り研修会を開催し
た。また、常設の情報部会では、効
果的な指導方法について検討する
とともに、その都度学校全体で共有
し、活用の幅を広げることができた。
現在、個別に最適化された教材の
開発や、オンライン教育環境の構築
を図っている。今後も研修会やOJT
を通して、効果的な活用方法を定着
させていく。
　特別に配慮が必要な児童や保護
者に対し、スクールカウンセラーを
始め、多くの機関とケース会議を開
き、対応を協議した。

10

Ｂ

　９３％の児童が、「学校での勉強や生
活に一生懸命取り組んでいる。」と回答
している。また保護者アンケートでは、
８６％の保護者が「子供は勉強がよく分
かり基礎学力がついている。」と答えて
いた。教職員一人一人が、児童の反応
を予想した板書計画を立て、分かりや
すい授業を展開していることも、成果の
一つの要因である。
　また、学習カルテを用いた、一人一人
に合った学習方法についての指導は、
十分でないところもあった。今後は、電
子化された算数ステップ学習を使い、
児童一人一人の定着度合を分析する。
併せて、学期末の振り返りを通して、自
分に合った学習の仕方を指導していく。

4

・二学期の始まりの頃、仕事場の坂道で低学年の女の子が学校に行
きたがらず、座りこみ、ストライキしている姿を3回程みたことがありま
す。母はランドセルを持ってさっさと学校に歩いて行くので、仕方なくお
いかけていきました。（運動会の練習がイヤだったのかな）その後は見
かけなくなりましたので、学校側のフォローがあったんだろうと思ってお
ります。自己肯定感、2番目の子どもが5年生の時だったでしょうか？ク
ラスでキラキラシール表というものがあり、ステキだね良かったねと思
える名前にシールを貼っていました。〇〇週間、月間もありですが、毎
日続けて行ける事も大切だと思います。
・誰とでも仲良くできるとの自己評価で高い数字を示している。学級活
動としても工夫されていて良い。
・先生方の子ども達との関わりが、真剣で丁寧なので、子ども達は、自
己肯定感や自己有用感を感じながら、育っていくと思います。
・5年生の自己肯定感が低い傾向にあり（アンケートより）次年度に向
けての課題だと感じています。特に、次年度は中学受験をする子も多
いと思うので、心の面で心配です。
・道徳＋地域の歴史等、授業を続けていって欲しいと思います。いじめ
の調査を全学級で実施されている。いい事です。些細なことでも見て
見ぬ振りではなく取組みいただきたい。
・取組み内容の項目が網羅されていることに加え、先生方の自己評価
も概ね高いことから適切と評価できます。きょうだい学級について、「よ
り深いかかわり合いが生まれている」で帰結している部分を「生まれた
結果〇〇」と評価・分析ができるとなお良かったと思います。
・小中で情報を確実に交換して欲しい。
・「きょうだい学習活動」はとても良いことだと思う。そこからいじめの早
期発見ができるかもしれない。

・校内研究の体育科についての発表会にもありましたが、体を動かす
楽しさも取り入れて、大変良いと思う。引き続き、運動能力・健康の向
上に取り組んでもらいたい。
・体育の授業は勿論ですが、休み時間も体を活発に動かしているの
で、スポーツに親しむ心の育成につながっていくと思いました。
・健康に意識をするようになるのは40代くらいからでしょうか？子ども
達に健康を意識させるための強い動機付けが大切だと思います。良
いアイデアはありませんが・・・。
・学校はもちろん、家庭・地域で取り組んでいくことには大賛成です。
我々地域の者も小さなイベント等開き、大人達も健康促進に取り組ん
でいきたい。
・教育研究推進校としての取組みと11月の発表会を踏まえれば、プラ
ン4について学校が特に力を入れて取り組んできたことがよく分かり、
自己評価も適切と判断します。できれば、成果指標に使ったアンケート
の結果の情報提供をいただきたいと思います。
・久原フェスタで発表していたが、運動の大切さをより知ったと思う。
・今の子は転んだ際に受け身が取れず、比較的大きなケガにつながっ
ているケースが多いように感じています。スポーツを通して、体力や運
動能力の向上を図るだけではなく、転んだ際の受け身の取り方といっ
た指導も必要なのではと考えます。

・コロナ禍、今後もオンライン授業やICTの活用は一般的になってい
る。校内・家庭へのインターネット環境のさらなる整備が必要と思う。
・子ども達がタブレットを上手に使っている姿を見て、しっかりと御指導
されていらっしゃるのだということがわかりました。
・ICTを活用した授業に積極的に取り組んで頂いています。ICTを更に
活用して、先生方の業務負担が軽減されると良いと思います。また、
ICTを活用すると情報量が増えるので、その情報について考える時間
が取れると良いと思います。
・授業参観に参加させていただいた時も生徒さん方のタブレット使用は
感心しました。今後に期待しております。我々の伝達方法もよりデジタ
ル化加速が必要ですね。
・保護者アンケートを指標におけば、評価は妥当と判断できます。た
だ、取組みと改善策欄の記載と目標・取組内容との間には乖離がある
のではと思います。（特に前段はプラン１では？？）各種研修の結果と
フィードバックの記載が充実するとなお良いと思います。
・iPad及び、電子機器によるメリット・デメリットを将来に向けて子供達
にどの様に影響するかを検証して欲しい。
・先生方の苦労を感じます。
・五感を通した学びもとても大切だと思います。

2

Ａ

3

Ｂ

Ｄ

4

4

　大田区では中学校区を中心に、小中一
貫教育を行っている。本校は大森第十中
学校区にあり、松仙小学校と３校で連携し
ている。昨年度から小中一貫の研究テー
マを道徳に設定し、道徳の授業を全学級
で公開した。近隣小学校や中学校という
互いの立場からの参観を通して研修を深
めている。また、道徳授業地区公開講座
では、学習したテーマについて家庭で話し
合う機会を設け、親子で道徳性の涵養に
ついて考える取組とした。
　縦割り班活動を「きょうだい学級活動」と
し、昨年度より２学級の交流としている。
児童一人一人をペアと固定することで、よ
り深いかかわり合いが生まれている。
　いじめ調査を学期に１回全学級で行い、
いじめの早期発見・解決に取り組んだ。そ
こで得た情報を学校全体で共有するとと
もに、問題行動にかかわる事案も合わ
せ、ケース会議や校内委員会を通して組
織的に解決を図っている。今後も早期に
発見し、組織的に解決を図っていく。

4

3

4
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4

4

プ
ラ
ン
１
　
未
来
社
会
を
創
造
的
に
生
き
る
子
供
の
育

成

コミュニケーショ
ン能力、情報活
用能力、ともに
生きる力等、こ
れからの社会の
変化にしなやか
に対応する子ど
もの力と自信を
身に付けます。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外
国の方々とのコミュニケーション能力の育
成等を図っている。

3

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、Ｉ
ＣＴ機器を活用した授業を実施する。 4

他者の人権を尊重する人権教育の推進を
目指し、人権教育資料等を活用した授業
を実施する。

4

7

・久原小学校に行かせて頂いた時、子供たちからすすんで挨拶をして
くれ、礼儀正しいなあと感じ、すがすがしい気持ちになりました。
・校内だけではなく、地域ですれ違った際にも挨拶してくれる子が多く、
とても印象がよいです。
・改めて挨拶の取り組みは大人にも通用することだと思う。
・子供の回答と保護者の％での差は、相手に対しての目と目を合わせ
た挨拶をするしない違いがあると思われます。左記の下から四段目以
降と思います。
・全体的に礼儀正しさや、挨拶については、定着して良い方向にいって
いると思う。又、人への思いやりも全学年で高い数字で示している事
はよい。但し、恥ずかしさも芽生えてくるのか３年生・５年生が相手の
顔を見て挨拶が８０％を下回っていることの理由が知りたい。
・学校内では挨拶の定着が進んでいるとは思います。地域の中での挨
拶は果たしてどうでしょう。朝、近所に住んでいる子ども達には、私か
ら進んで「おはよう」と顔を見て、笑顔で声かけしています。何回か繰り
返していると笑顔で返答してくれます。学校の中だけではなく、地域・
近所の人達も協力していただけると定着がさらに進んでいくのではな
いでしょうか。
・成果指標をアンケートに置けば、成果評価４は妥当です。ただ、この
指標のみでは1学期の段階で4となり、取り組みの成果とは言いにくい
ので、伸び率等を加えてもよいかと思いました。これまでの取組欄に
は、１～５番の区共通の内容にも触れつつ、久原小独自の6番目の内
容を詳細にというように記載されるとなおよかったと思います。

論理的、科学的な思考力の育成を目指
し、「おおたのものづくり」を生かした体験
活動や理数授業等を実施する。

2

Ｂ 4

Ｃ

４：児童の自己評価にお
いて、「自分から進んで挨
拶をしている」の項目に、
「よくあてはまる」「あては
まる」と回答した割合が８
０％以上。

３：児童の自己評価にお
いて、「自分から進んで挨
拶をしている」の項目に、
「よくあてはまる」「あては
まる」と回答した割合が７
０％以上。

２：児童の自己評価にお
いて、「自分から進んで挨
拶をしている」の項目に、
「よくあてはまる」「あては
まる」と回答した割合が６
０％以上。体力テストの結果を踏まえ体力向上全体

計画を作成し、計画に基づいた体育指導
や「一校一取組」運動や「一学級一実践」
運動を実践する。

4

Ｄ
「丁寧な挨拶」の定着に向けて、重点的・
継続的に指導する。 3

4

　昨年度より教育目標に「礼儀正しい
子」の項目を加え、挨拶の定着を重点
目標として取り組んでいる。児童を対象
とした学校生活アンケートでは、８６％
の児童が「自分から進んで挨拶をして
いる」と答えている。
　また、保護者アンケートでは「久原小
は挨拶する子供が多い」の問いに、令
和元年度では６２％、令和２年度では７
４％、そして今年度は７７％と、昨年度
より３％向上となった。「相手に伝わる
挨拶」が定着しつつある。
　今後も、相手の顔を見て挨拶したり、
会釈したり、はっきりと返事をしたりな
ど、相手を意識した挨拶の定着に力を
注いでいく。

Ａ


